
大会プログラム

時　間 プログラム 会　場

  9：00～ 受付開始 1階 ホール前

  9：10～9：50 （拡大理事会） 会場３ （3階 研修室1～2）

10：00～10：40 総　会 会場２ （2階 会議室1～3）

開会

10：50～11：50 基調講演　【公開プログラム】 会場１ （1階 ホール）

11：55～12：15
「沖縄慰霊の日」　慰霊と平和の祈り　【公開プログラム】
　　　　　　      　（黙祷～音楽と光の癒しの芸術「フィーリングアーツ」鑑賞）

会場１ （1階 ホール）

12：20～13；10 （顧問・評議員会） 会場３ （3階 研修室1～2）

13：15～14：45 シンポジウムⅠ　【公開プログラム】 会場１ （1階 ホール）

「語る・聴く・書く」

14：50～16：40 体験学習ワークショップ

①「サイモントン療法」 田村祐樹（NPO法人サイモントン療法協会） 会場２ （2階 会議室1～3）

②「動作法」 喜屋武 享（琉球大学大学院）、島袋 桂（沖縄キリスト教短期大学） 1階 フィットネスルーム

③「シンギング・リン　ヒーリング」 石井豊子（音楽療法士） 3階 和室（ゆうな）

④「ラフターヨガ（笑いヨガ）」
    井上葉子（奈良学園大学）、安藤和子（ラフターヨガHAPPYクラブ）

3階 創作室

⑤「リラクセーション下でのタッチング ―受け手と実施者の相互交流―」
    山崎裕美子（姫路獨協大学）、佐藤都也子（四條畷学園大学）

4階 研修室3

⑥「レイキ　ヒーリング」 増田亮子（ヒーリングレラ、現代レイキマスター） 会場３ （3階 研修室1～2）

16：45～18：00 一般演題 口頭発表 ①～③ 会場１・会場２・会場３

18：30～20：30 懇親会　　 会場： ロワジールホテル 那覇 （那覇市西3-2-1） 本館3階 ベイビュールーム 「龍宮」

10：00～18：00 一般演題 ポスター展示 1階 ホール前

指定討論　ナラティヴ・コミュニケーションの立場から 中川 晶（京都看護大学、なかがわ中之島クリニック）

【 2018 年 6 月 23 日（土） 】

「ナラティヴと行動変容のからくりを脳科学から探る ―科学の限界を見すえて―」

看護師の立場から　「共感を目に見える形にする看護」 岡 美智代（群馬大学大学院）

セラピストの立場から　「精神疾患患者の「生きにくさ」を扱う治療技法

                      ―『聴く』『共感する』から『訊く』『説明する』へ―」 山崎久美子（防衛医科大学校）

聞き書き作家の立場から　「『聞き書き』におけるバタフライ効果について」 小田豊二（聞き書き作家）

                                吉岡隆之（第33回大会長、奈良学園大学、大阪滋慶学園）

                                    座長：　梓川　一（東大阪大学、社会福祉法人ぷろぼの）

                           司会：　深井穫博（深井保健科学研究所）、安酸史子（関西医科大学）



大会プログラム

時　間 プログラム 会　場

  8：45～ 受付開始 1階 ホール前

  9：00～10：15 一般演題 口頭発表 ④～⑥ 会場１・会場２・会場３

10：20～12：10 シンポジウムⅡ　【公開プログラム】 会場１ （1階 ホール）

「健康でつながる調和的なライフに向けて」

12：15～13：00 （理事会） 4階 研修室3

13：10～14：10 特別講演　【公開プログラム】 会場１ （1階 ホール）

「何が人を変えるのか ―ホリスティックコミュニケーションの実際―」

　                                                                         黒丸尊治（彦根市立病院）

14：15～15：45 一般演題 ポスター発表 A～D 会場２ （2階 会議室1～3）

閉会

  9：00～13:00 一般演題 ポスター展示 1階 ホール前

健康教育の立場から　「ゆいまーるを活用した沖縄型ヘルスプロモーション」 神谷義人（名桜大学）

死生学の立場から　「人々の会話、現代社会から見えてく るもの―治療・痛み・死生観・ユタ・

　　　　　　　　　　　　　　　終末行動・終末期医療・AI―」 近藤功行（沖縄キリスト教学院大学・同大学院）

                             座長：　中川　晶（京都看護大学、なかがわ中之島クリニック）

【 2018 年 6 月 24 日（日） 】

                              司会：　仲尾唯治（本学会顧問）、高倉　実（琉球大学）

医療の立場から　「生活から学び、生活へと還元する地域医療をめざして」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　高山義浩（沖縄県立中部病院）
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